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１．高取町の概要 

奈良県高取町は、大和平野の東南端

に位置し、北は大和平野、南は高取山、

東西に高取山に源を発し大和川の支

流である高取川と吉備川が流れてい

る、人口約7,200人の自然と歴史文化

が豊かな街です。 

近世以降、日本一の山城高取城に連

なる城下町として栄え、明治以降は製

薬・売薬業で繁栄していましたが、昭

和40 年頃から西洋薬に押され衰退し

ていきました。 

薬と高取町の関わりは遥か飛鳥時

代にまでさかのぼります。日本書紀に

推古天皇の時代に高取町で宮廷行事

として薬草の採取や鹿の狩猟などを

行う薬猟(くすりがり）が行われたと

あります。明治になり士族の救済と衰

退する城下町の復興策として、士族・

町民・農民挙げて、古代よりゆかりの

ある製薬・売薬により「薬の高取町」

として蘇り、明治から大正、昭和へと

町が大きく発展していきました。 

 

 

 

 

 

 

 

    売薬を詰めた行李 

 

２．活動開始の背景・経緯 

 主産業の衰退に伴い若者は町を出

て行き、昭和30年末人口が10,100人

で世帯数 2,045 であったのが、平成

27年3月末には人口7,204人、世帯

数2,893、高齢化率35％と、人口減・

高齢化の波が押し寄せてきています。

若者の流出による高齢単独世帯化が

進み、地域の活気が失われ 、孤独死

や災害・犯罪などに対する不安も高ま

り、高齢者の心身機能が低下していき

ました。また、地域商店の廃業が相次

ぎ、高齢者が買い物難民化や、さらに

利用者減に伴う公共交通機関の運行 

 

 

 

 

 

 

 

 

本数減により高齢者の足が失われる

危機に瀕しています。 

 さらに、町財政が前町長の無謀な公

共投資により悪化し、平成16 年度よ

り 5 ヵ年連続の赤字を計上し、「第 2

の夕張市」の話題がマスコミに取り上

げられるようになりました。 

 

３．天の川実行委員会の立上げ 

このままでは町は消滅するとの危

機感を持ちました。地域の商店はもは

や個人の物ではなく社会インフラで

す。高齢化が進んでも地域で買い物が

できれば生活できる。まず商店を元気

にするため人を呼ぼうと考えました。 

町がこうなったのは役場や町長の

せいではない。住民が町に何ができる

かが問われている。住民が町を支える

ことなくして地域は成り立たない。ま

ずは行政や既存の団体に頼らず、もち

ろん補助金も受けず、リタイヤした高

齢者住民で活動することを宣言しま

した。 

平成18年1月に1本道で日本一の

山城高取城へ続く旧城下町の街道を

天の川に見立て、高齢者住民が天の川

の星になって輝こうと、5人の高齢者

仲間で任意団体「天の川実行委員会」

を立ち上げました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．目指すまちづくり 

規約や役員といったものは作らず 

目指すべきものだけは明確にしまし

た。「一定の活力を維持し、安心して

老いていける地域社会の実現」で、そ

のためには、出来るだけ長く元気で暮

らし続けるための生きがいづくりや、

また心身が弱っても住み慣れたとこ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ろで暮らし続けられる環境整備であ

り、さらにお互いに支え合う人と人と

のつながりづくりを実現していくこ

とです。 

 

５．それまでのまちづくり活動 

 平成8年より、行政により城下町の

街なみ整備事業として、道路の美装化

及び空き家になっている伝統的建造

物の町家を買取り改修して観光案内

所を設置するとともに小公園の整備

が行われました。 

 また、平成元年より行政が商工会に

委託して年に一度11月23日に「たか

とり城まつり」のイベントが行われて

いましたが、現在は観光協会が引き継

いで実施されています。 

 11月23日以外は、城跡へ登るハイ

カーが街並みを素通りして行く以外

殆ど人が訪れなく、観光客数も年間

9,000人足らずの状況が続いていまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

観光案内所「夢創舘」 

 

６．「町家の雛めぐり」開催 

仲間は5人、地域での知名度ゼロ、

活動資金もゼロといった制約はある

が、技術や知識、経験そしてふるさと

への思いを持った高齢者世代と歴史

の情緒ある城下町の街並みといった

地域資源をイベント会場に設定し、お

客様は、何事にも感動する感性をもっ

ていて、口コミ力があり、食事やお土

産におカネを使い、行動力のあるシニ

ア女性に狙いを絞りました。 

この条件に合致した企画が「町家の

雛めぐり」です。街道沿いの主に個人

宅や僅かに残っている商店で飾るひ

な人形を楽しんでもらう 1 ヵ月間の
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企画で、全国的なひな祭りイベントと

差別化を図るため住民との交流が自

然とできるよう、それぞれの家の「雛

物語」を色紙に書いてひな人形の横に

飾ることにしました。 

「町の方とのお話や、ふれ合いがと

ても楽しかったです。とてもステキな

イベントだと思います。」といった観

光客の方の感想に代表されるように

住民とのふれ合い交流が好評を得ま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

町家の雛飾り 

3年目にはメイン会場にピラミッド

型15段の雛段を作り500体の雛を飾

り、4 年目からは街並みを花で彩り、

5年目には、雛めぐりのマスコットキ

ャラクター「ひいなちゃん」を手作り

で製作し、6 年目には老人会が5ｍの

ジャンボ雛を 2 体作って広場に飾り

今では自治会も加わり 3 ヵ所で飾ら

れています。 

また、メイン会場や駐車場案内など

イベントの色々な運営に住民ボラン

ティアの参加人数も平成26 年には延

べ6,375人となり、自治会、観光協会、

商工会等さまざまな団体が、それぞれ

独自の活動を活かした取組で役割分

担を担ってもらうなど、住民挙げての

取組に発展しています。 

色々なもてなしが功を奏して雛を

飾る家が最初36軒、今では100軒、

観光客も最初8,151人が平成26年に

は44,321 人まで増え、高取町で観光

客が直接消費した額も 6,800 万円に

までなりました。 

 

７．「町家の案山子めぐり」開催 

秋の企画もやろうと平成21年10月

から、1ヵ月間「町家の案山子めぐり」

を始めました。 

高齢者が作った等身大のおばあち

ゃんやおじいちゃん、子どもの案山子

を町家や商店に飾り観光客に楽しん

でもらう企画です。 

観光客から褒めてもらうと高齢者

は嬉しい。生きがいになり元気になる。

観光と福祉は表裏一体だ。引っ込み思

案だった高齢者が積極的にイベント

に参加するようになりました。 

観光客の感想に「自然な町。街づく

りに町の人達が自然に一生懸命され

ている様子に感動した。毎年新しい企

画をプラスしての行事。生きがいもあ

り羨ましい限りです。」とそれが表れ

ています。 

 

８．次々と新たな分野に挑戦 

平成21年住民より寄付金500万円

を集め、奈良県及び民間都市開発推進

機構より500万円の拠出金を受け、空

き家を改修してギャラリー等まちづ

くり拠点を整備し、毎月月替わりで手

工芸作品展を開催しています。 

平成22 年、高齢者住民のまちづく

りへの取組みに刺激を受けた商工会

青年部が中心になって、旧ＪＡ跡地を

買取って、食事処やイベント会場等の

機能を持つ、まちづくり拠点を整備し

観光客と住民との交流の場として活

用されています。 

また平成23 年には高取町一区自治

会と当会が協働して「土佐街道周辺景

観住民協定」を締結し、住民に旧城下

町の景観保全の重要性を周知してい

て、住民の自主的な町家改修が19 件

に及んでいます。 

 

 

 

 

 

 

ギネス世界一ビールの空き缶高取城 

平成24 年には高取町一区自治会と

当会が協働で、ビールの空き缶35,679

個で高取城天守閣オブジェを作り、ギ

ネス世界記録に認定されました。 

平成24年～25年にかけて奈良女子

大学の教授等により「この町に住み続

けるための住民調査」「まちづくり活

動に関する調査」を実施していただき、

当会の活動が地域住民に「地域の問題

に関心を持ち、解決していこうと考え

る」きっかけになっていることが明ら

かになりました。 

平成25 年には地域の活性化に取組

むall高取町をＰＲするため「恋する

フォーチュンクッキー 高取町

Version」の映像を役場と当会の協働

で、製作しYouTubeを使って全国に紹

介しました。 

平成26 年ピーターパンの映画を、

テレビコマーシャルを制作している

会社の協力を得て、小学校の児童やお

母さん、高校生そして高齢者などが出

演して製作し YouTube にアップしま

した。 

平成27年2月には、「町家の雛物語」

を出版し、広く一般の方にも読んでも

らえるよう書店で販売しています。 

 

９．これまでの成果 

①商店の廃業に歯止めが掛り、新規に

開店する商店も6店舗出てきた。 

②観光交流客の大幅な増加 

・平成17年度年間 9,600人 

・平成26年度年間62,000人 

③住民の地域に対する理解や関心、愛

着が高まった。 

 ・大学の教授等による調査から 

④町財政が健全化 

 ・平成21年年度より黒字化 

当初高齢者仲間 5 人で動き出した

まちづくりは、町の住民や商店そして

色々な高齢者グループや団体の賛同

を得て大きな輪となり、更に商工会青

年部や小中学生の父兄といった次代

の町を担う年代へと広がりつつあり、

町内に根の張ったまちづくり活動が

進んでいます。 

 

１０．今後の展望 

地方版総合戦略の策定に向けて、当

会の代表が町の審議会のメンバーに

なっており、下記の事項を意見具申し

ています。 

骨子は、街並みまるごとＣＣＲＣ

(自助・互助・共助のまち高取町)の創

出です。 

①高齢者の積極的な社会参加活動

の促進②日本一の山城高取城と城下

街並みを活かし観光交流客の増大を

図る③東京圏等のアクティブシニア

の移住受入れの促進等で、採用されれ

ばソフトの分野を担っていきます。 

 来年町家の雛めぐりは10 回目を迎

えます。これを記念して「雛物語」の

劇映画の製作を計画しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

天の川実行委員会勢揃い 


